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§１．研究実施体制  

 

【記載例】 

① 研究開発代表者：加藤慎也 （名古屋工業大学大学大学院工学研究科、助教） 

② 研究項目 

・多結晶ポーラスシリコンナノワイヤーの作製 

・作製メカニズムの解明 

 

 

§２．研究実施の概要  

結晶シリコンは、高い充放電容量から第 3 世代の負極活物質として注目されている。しかし、充放電時の膨張収

縮によってサイクル特性が低いことが大きな課題である。本提案は結晶シリコンをリチウムイオン電池の負極活

物質として実現するために、ポーラスシリコンナノワイヤーを産業廃棄物であるシリコンスラッジを原料とした多結

晶シリコンから形成するプロセスを確立する。さらに、従来、研究室レベルで提案されるナノ構造の形成技術は

作製コストが高く、スループットも小さいため、良い特性が得られても実用化に至らなかった。ポーラスシリコンナ

ノワイヤーをグラムオーダーで作製し全固体電池へ適用した。 
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